
 

 

    

平成２６年１１月２８日 

 内閣府沖縄担当部局      

 
 

 

１．事業の概要 

   沖縄県及び北部市町村の要望に基づき、産業の振興、定住条件の整備に

資する事業を実施。 
 

２．今回配分の状況（国費ベース） 
                                       

    

 非 公 共 事 業    公 共 事 業  

４ 事 業  

今回配分額 １０.１億円 

 
９ 事 業   

今回配分額 ２４.６億円 

前回までの配分(4月1日、6月30日分)を合算した配分額合計 

◇非公共事業 ２５.７億円 

※詳細は別添資料のとおり 
 

（参 考） 

＜予算計上＞ 

○沖縄北部連携促進特別振興事業費（非公共事業）     平成２６年度予算額２５.７億円 

・補助率：８／１０   

○沖縄北部連携促進特別振興対策特定開発事業推進費（公共事業） 

平成２６年度予算額２５.７億円 

・補助率：各公共事業の沖縄県の嵩上げされた高率の補助率を適用 

＊問い合わせ先＊ 
（全般・非公共事業） 

政策統括官（沖縄政策担当）付 

（担当 池田、藤田） 

電話 ０３－６２５７－１６９３ 

FAX  ０３－３５８１－９７６１ 

 

（公共事業） 

沖縄振興局参事官(特定事業担当)室 

（担当 佐藤、滝澤） 

電話 ０３－６２５７－１６７５ 

FAX  ０３－３５８１－１６８３ 

 

平成２６年度北部振興事業の実施について（第３回） 



資 料 

平成２６年度に実施する振興事業について 
 

平成２６年１１月２８日 
   

【１．非公共事業】 

①産業の振興 

事   業   名 

（ 事 業 主 体 ） 
計 画 期 間 

２６年度事業費 

（うち国費） 

金融・ＩＴ産業等集積基盤整備事業

（みらい５号館） 

 

（名護市） 

平成２６年度

～ 

平成２８年度

１９百万円 

（１５百万円） 

名護市はこれまで、金融・情報通信関連企業の入居施設であるマルチメディア館、みら

い１～４号館の整備などの企業誘致施策を推進し、北部地域の雇用創出に効果を上げてい

る。 

平成２６年４月に経済金融活性化特別地区に指定され、更なる企業進出が見込まれるが、

オフィスの不足により企業集積に支障をきたしており、雇用機会の損失を招いている。 

このため、企業集積を図る施設整備により、北部地域の雇用拡大を図る。 

 

（担当省庁） 

内閣府 

 

 

 

事   業   名 

（ 事 業 主 体 ） 
計 画 期 間 

２６年度事業費 

（うち国費） 

やんばる３村観光連携拠点施設整備

事業 

 

（国頭村） 

平成２６年度

～ 

平成２７年度

１７５百万円 

（１４０百万円） 

やんばる３村（国頭村、大宜味村、東村）は、エコツーリズムが盛んで、世界自然遺産

の候補地でもあるため、観光客の増加が期待されている。 

しかし、各村個別の対応では、観光案内、環境保全、受入体制、地産地消、交流促進等

の面で課題があり、やんばる３村連携の取組が必要である。 

このため、観光客受入拠点施設を整備し、やんばる３村の連携した観光案内や特産品の

加工販売、イベント開催等により、地域資源を活かした持続可能な観光地の実現を図る。

 

（担当省庁） 

内閣府 

 

 



 

②定住条件の整備 

事   業   名 

（ 事 業 主 体 ） 
計 画 期 間 

２６年度事業費 

（うち国費） 

北部連携防災訓練施設等整備事業 

 

（名護市） 

平成２５年度

～ 

平成２７年度

３８８百万円 

（３１０百万円） 

沿岸低地から高台に移転する名護市消防本部の敷地内において、北部地域住民の防災意

識高揚のための防災研修センター、北部地域各消防本部や消防団の訓練施設、並びに中継

搬送や消防援助に使用するヘリポートを整備することにより、北部地域の安心・安全なま

ちづくりの拠点として、防災機能の強化と救急体制の向上を図る。 

 

（担当省庁） 

内閣府 

 

 

 

事   業   名 

（ 事 業 主 体 ） 
計 画 期 間 

２６年度事業費 

（うち国費） 

恩納分遣所機能高度化事業 

 

（金武地区消防衛生組合 

（金武町、恩納村、宜野座村））

平成２６年度

～ 

平成２７年度

６８３百万円 

（５４６百万円） 

現分遣所を恩納村中央部の高台に移転整備することにより、災害時の消防機能の維持を

図るとともに、管区内及び近隣地区とのアクセス向上を図り、安心・安全を確保する。 

また、研修・訓練機能を高度化した分遣所の整備により、地域住民及び観光業者等を対

象とした救急・防災意識の向上、消防団の訓練指導の強化、並びに職員の訓練充実による

救急・救命の迅速化等を図る。 

 

（担当省庁） 

 内閣府 

 

 

 



【２．公共事業】 

①産業振興のための基盤整備（交通及び物流基盤の整備） 

 

事   業   名 

（ 事 業 主 体 ） 
計 画 期 間 

２６年度事業費 

（うち国費） 

（参考） 

予定総事業規模 

（うち国費） 

 石川謝花線道路改築事業 

（本部町） 

（担当省庁 国土交通省） 
平２４～２８

２１８百万円 １，０５６百万円 

（１７４百万円） （８４６百万円）

 町道金武 243 号線道路整備事業 

（金武町） 

（担当省庁 国土交通省） 
平２４～２６

７８百万円 ４０１百万円 

（５２百万円） （２６８百万円）

 豊原中央線道路整備事業 

（名護市） 

（担当省庁 国土交通省） 
平２６～２８

２２９百万円 ２５３百万円 

(１５３百万円） (１６９百万円）

 本部港本部地区港湾改修事業 

（沖縄県） 

（担当省庁 国土交通省） 
平２４～２８

１，３７０百万円 ６，２００百万円 

（１，２３３百万円） （５，５８０百万円）

（事業概要） 

 交通基盤については、観光等の産業振興を支えるインフラとして、交通の利便性の向上に資

する道路を整備し、さらに、物流機能の向上に資する港湾整備に取り組むとともに、海上交通

による本島・離島間の交通アクセスの改善を図る。 



②定住条件の整備（生活環境基盤等の整備） 

 

事   業   名 

（ 事 業 主 体 ） 
計 画 期 間 

２６年度事業費 

（うち国費） 

（参考） 

予定総事業規模 

（うち国費） 

 為又１号線道路改築事業 

（名護市） 

（担当省庁 国土交通省） 
平２４～２８ 

２６４百万円 ７６６百万円 

（２１２百万円） （６１４百万円）

 北農線街路整備事業 

（名護市） 

（担当省庁 国土交通省） 
平２４～２８ 

１３２百万円 ６７３百万円 

（１０６百万円） （５３９百万円）

 山田原線街路整備事業 

（名護市） 

（担当省庁 国土交通省） 
平２５～２８ 

２６８百万円 ９８６百万円 

（２１５百万円） （７８９百万円）

 与那嶺諸志線道路改築事業 

（今帰仁村） 

（担当省庁 国土交通省） 
平２４～２８ 

１６１百万円 ５７９百万円 

（１２９百万円） （４６４百万円）

 仲田港海岸高潮対策事業 

（沖縄県） 

（担当省庁 国土交通省） 
平２４～２６ 

２０２百万円 ４４５百万円 

（１８２百万円） （４０１百万円）

（事業概要） 

 北部地域への定住を促進するため、生活環境基盤の整備を推進し、生活の安全性、利便性及び

快適性の向上を図るため、道路、海岸保全施設を整備する。 

 

（注）平成２６年度事業費は、今後事業を実施する過程で変動する場合がある。 



大宜味村

金武町

恩納村
宜野座村

伊江村

伊平屋村

平成２６年度 北部振興事業（非公共）（３次配分）配分事業箇所位置図

伊是名村

東村

国頭村

名護市

事業主体：１市１村

金武地区消防衛生組合

事業数：４事業

本部町

今帰仁村

凡 例

【テーマ１】
産業振興のための整備

【テーマ２】
定住条件の整備

テーマ２－１ 【名護市】 H25-27（内閣府）

北部連携防災訓練施設等整備事業

テーマ１－２ 【国頭村】 H26-27（内閣府）

やんばる３村観光連携拠点施設整備事業

テーマ１－１ 【名護市】 H26-28（内閣府）

金融・ＩＴ産業等集積基盤整備事業（みらい５号館）

テーマ２－２ 【恩納村：金武地区消防衛生組合】 H26-27（内閣府）

恩納分遣所機能高度化事業



テーマ１－３ 町道金武２４３号線道路整備事業

テーマ２－１ 為又１号線道路改築事業
テーマ１－４ 本部港（本部地区）港湾改修事業

テーマ２－９ 仲田港海岸高潮対策事業

テーマ２－４ 与那嶺諸志線道路改築事業

テーマ１－２ 石川謝花線道路改築事業

テーマ２－２ 北農線街路整備事業

テーマ２－３ 山田原線街路整備事業

テーマ１－１２ 豊原中央線道路整備事業

平成２６年度北部振興事業（公共）予定事業箇所位置図

凡 例

【テーマ１】
産業振興のための基盤整備（交通及び物流基盤の整備）

【テーマ２】
定住条件の整備（生活環境基盤等の整備）


